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Abstract: The writers surveyed near Dochu area along the Yoshino-gawa river, Tokushima
Prefecture, East Shikoku, and the Quaternary System was made clear as f0110Ws: The area is
mainly occupied by the pre-Quaternary and Quaternary terrace deposits, and Holocene Alluvial
plain. The pre-Quaternary strata are the Dochu Group with Ohtani Formation of the lower one
and the Ideguchi Formation of the upper one. The terrace deposits aloi!ｇthe Yoshino river are
the higher, middle and lower ones. They are named as the Ideguchi Formation as the Higher
Terrace Deposits, the Middle Terrace Deposits as the Kirido Formation and　the Baba
Formation, and the Lower Terrace Deposits as the Iwakura Formation.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに
　吉野川は四国の東北部に位置しており，別名では「四国三郎」と呼ばれているように，四国にお
ける最も代表的な河川である．その流域面積は3,750Wに及び，また，河川総延長は194 kmにも及
ぶ一級河川である．そして，その源流は高知県瓶が森山（四国中央部）に始まって東進し，途中で
北進する．さらに，徳島県池田町において中央構造線沿いに再びほぼ直線的に東進し，徳島市にお
いて，紀伊水道に流入している．
　吉野川流域の段丘堆積物の堆積環境について考察する場合には，北岸地域と甫岸地域との両岸地
域の調査結果をもとにして，堆積環境を推定しなけばならないが，それに関する報告は公表されて
いない．そこで，吉野川北岸・南岸に分布する河成段丘裸層を調査し，中・下流域における吉野川
の堆積環境の推定についても考察を行ったが，ここでは主として下流域の土柱付近の結果について
のみ述べる．
　本報告の吉野川北岸の脇町土柱地域には，河岸段丘がよく発達しており，ここでは，各段丘面
（先段丘面・高位段丘面・中位段丘面・低位段丘面）を，それぞれ構成している第四系について記
載する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研　究　史ト　ス　　　　　　　　　　：
　本調査地域における第四系は，半固結および未固結の裸丿砂二泥で構成される堆積物からなって
いるが，これらについては，以下に述べるように，多くの研究者によって調査され√報告されてい
るが，表１にはこれらのうち，主要なものを示す．　　　　　…　…　ト
　まず，篠原(1941)は吉野川南岸（森山地域卜に分布する青灰色粘土層について述べ，これらを
紀伊半島の紀ノ川流域の菖蒲谷層との対比の可能性を指摘したﾑ=づいで，須鎗ほか(1965)は土柱
北岸～鴨島・川島（南岸）地域の第四系についで述べ，土柱地域では下位から順に切戸裸層・馬場
裸層・土柱裸層・新期裸層とし，さらに，鴨島・川島地域では，森山粘土層・麻植裸層・川島裸層・
低位段丘堆積物として，これらは段丘堆積物およ
切戸裸層・川島裸層・馬場裸層は下末吉期に，ま
び扇状地堆積物かちなり/，麻植蝶層は多摩期に，
た／新期蝶層・低位段丘堆積物は立川期および拝
島期にそれぞれ対比できるとした．　　　　　　　ト　ト　　犬
　さらに，中川・須鎗(1965)は吉野川下流域の徳島平野めボニリレング調査をもとにして，徳島層・
北島層（徳島層の下位）を定義した．彼らによれば，徳高層は大部分が海成層であり，岩相変化な
I-●W″-　ゝ■-WIIW･四・　■●‾j　‾Jwﾐﾐ‾　　　■--　　　　　　■
どから海水準変動と関連があると考え，また，Ｃﾘ年代にようTで関東地域の有楽町層に相当する完
新層（沖積層）とした．一方，北島層は岩相からみで，これを更新世め河川性裸層とし，両層の関
係は不整合であると考えた．　　　　　　　　　　＼　Ｉ　　　　，
　つぎに，中川・寺戸・増田(1968)は，山川～川島地域（吉野川南岸）の後期第四系について述
べ，下位より，先段丘（森山粘土層）・上谷標粘土層＼･高位段丘標層・中位段丘標層（山路標層・
表１．四国吉野川流域の第四系研究成果比較
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調査地域
　　徳島県美馬郡美馬町脇町～阿波郡阿波町土柱（吉野川北岸地区） ¬。
図１．吉野川中流域，土柱付近の調査位置図．
　　四国島東半分の縦線の範囲が調査範囲
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川島律層）・低位段丘律層（山川律層）とした．これら段丘律層の形成は崖錐～扇状地性もしくは
氾濫原性堆積物であると考え，特に氾濫原性堆積物の堆積については中央構造線，および，それに
伴なう阿讃山脈の隆起に原因があるとした．
　また，槙本(1968)は脇町地域（吉野川北岸）の中央構造線の運動形式および活動時期について
の研究の中で，段丘律層について述べ，結晶片岩篠を特徴とする下部層と結晶片岩律を全く含まな
い上部層に分けられるとし，両層は整合関係にあるとした．
　岡田(1970)は吉野川下流域の中央構造線の第四紀後半における断層運動様式と断層変位速度に
ついて述べたなかで，律層について記載を行い，古い時代から順に，古期第四系・中位段丘堆積物
（長峰律層）・低位段丘堆積物（市場篠層）とした．
　つぎに，須鎗・阿子島(1978)は吉野川沿いの中央構造線の運動について再検討を行い，さらに，
池田町以東の吉野川北岸（左岸）側の下流域について，第四系の総括を行い，古い時代順より，古
期扇状地律層・高位段丘律層・中期扇状地律層・中位段丘律層・新期扇状地律層・低位段丘律層・
沖積層とした．
　また，阿子島・須鎗(1989)は吉野川平野および阿讃山脈の形成過程について論じ，吉野川南岸
（川島地域）において，従来の森山粘土層・麻植律層・川島律層・山路律層・低位段丘堆積物を一
連の地層とみなして森山層と再定義し，また，吉野川北岸（土柱地域）においては切戸律層・馬場
傑層・土柱律層とされていたものを一括して，土柱律層と再定義した．両層は植物化石・フィッショ
ントラック年代により，森山層は鮮新世後期から更新世前期，土柱律層は更新世前期後半から更新
世中期であるとした．
　さらに．須鎗・阿子島(1990)は阿讃山脈南麓・北麓の鮮新・更新統のフィッショントラック年
代を示し，土柱律層は中・前期更新世(1.5 Ma～0.45 Ma)に堆積し，本流性律層と扇状地性律層
90 高知大学学術研究報告　第48巻(1999年）……:万自然科学
に分けられるとした.　　　　　　　　　　　　……J　　∇　プ　ｊ　し
　一方，満塩・竹田・嶋(1992)は吉野川流域の上流域の高知県本:山盆地め第四系について報告し，
さらに，満塩・嶋(1992トは吉野川中流域の徳島県池田町付近から美馬町付近までについて調査し，
先段丘構成層（土柱層群中上層・土柱層群高瀬川谷層）・高位段丘構成層（車西層）・中位段丘構成
層（半田層・東川原層）・低位段丘構成層（昼間層）・沖積層と区分七レ河口から約80km上流地点
（徳島県池田町付近）が堆積環境の変換点であるごとを指摘した=ﾚさらに√満塩・橋本(1994)は，
吉野川全流域の第四系の概要について報告した．また，橋本(1996)は土柱付近の第四紀地質の概
要を報告した．
　以上のように，調査地域付近では，いろいろな報告があるが√事態を混乱させる原因は，
の成果については，同一の著者でも，段丘区分を二転三転させでいることである．さらに，
これら
吉野川
中・下流域においては，詳しい調査がなされているがLその調査範囲μ局地的であり，また，調査
範囲が広範にわたる報告がなされていても，それは主に北岸地域について言及されているのみであ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　●･　＜
　なお，徳島県の主要河川流域の第四系については，そめ後，徳島県南部の那賀川流域の第四系に
ついても報告されている（満塩・栗林, 1997).また，吉野川河丿口付近で本流に流入する最大の支
流である鮎喰川（あくいがわ）中流域の第四系についても報告されている（満塩・池野, 1998).
さらに，勝浦川流域の第四系についても報告している(Mitsusio and Sasaki, 1999).
　　　　　　　　　　　　　　　　土柱付近の地形・地質概要………
　次に，当地域の地形および地質の概要について述べる（図３）
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図２．吉野川中・下流域の河川縦断面及び各第四系の分布(:満塩・嶋, 1992).
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Ａ．地形概要
　吉野川は前述したような河川形態をとり，調査地域内では，その下流域に当たり，ここでは中央
構造線の活動によって形成されたと考えられる地溝帯上を流れている．
　吉野川の北岸には，阿讃（讃岐）山地が東西方向約100kmの長さで連なっており，標高は調査地
域内の西端で約1,000mにも達し，東に向かうにつれてその標高は低下して，東端（鳴門市）では
約450 mになる（図２）．
　北岸（左岸）側の阿讃山脈から吉野川に流れ込む支流はいくっかあるが，それらのなかで曽江谷
川・日開谷川が比較的大きな川である．
　吉野川の南岸（右岸）側には四国山地が存在する．この四国山地は起伏が大きく，吉野川に近い
北縁には標高800m－600mの侵食面が連なりよ東に向かうにつれ，その標高は低下する．この四国
山地から吉野川に流れ込む支流は，西から穴吹川・川田川・鮎喰川の３本のみである．穴吹川は剣
山付近から流れてきており，他の２本の川にくらべて長い．そして，北岸（左岸）側の阿讃山脈か
らの支流と比較して，それらの本数は少ない．
　阿讃山地・四国山地の間にある地溝帯は沖積平野となっており，下流に向かうにつれてクサビ状
に広がってくる．吉野川はこの沖積平野上を流れており，阿讃山地南麓および四国山地北麓には河
岸段丘が数段にわたって発達している．
Ｂ．　地質概要
　調査地域内の地質については，基盤岩と第四系が分布しているのみで，第三系はみられない．以
下これらを簡単に概説する．ただし，第四系については地層の名称のみにとどめる（図３）．
B-1 .基盤岩
B-1-1 .和泉層群
　和泉層群は阿讃山脈一体に分布する上部白亜系の地層である．下部より，基底裸岩層・泥岩層・
砂岩泥岩互層よりなり，部分的に凝灰岩を含む．阿讃山脈北縁で内帯の領家帯を不整合関係で覆う．
また，和泉層群は向斜構造をなし，その向斜軸は阿讃山脈中央部に存在し，かつ，束に傾斜する．
Ｂ－１－２．三波川帯
　三波川帯は四国山地において，東西方向に帯状に分布する低温高圧型の広域変成岩帯(結晶片岩)
である．調査地域内における三波川帯の地層はミカブ構造線以北で６層に分類され，それらは緑色
片岩・泥質片岩・石英片岩・砂質片岩である．また吉野川南岸のみならず，北岸にもごくわずかに
結晶片岩が露出している所がある．
　以上が基盤岩についての概説であるが，中央構造線は東西方向に阿讃山脈南麓で存在するが，和
泉層群と三波川帯はこの構造線を境として断層関係で接している．
Ｂ－２．第四系の概説
　第四系は前述の基盤岩類を不整合に覆っている．これは更新世と完新世に区分され，前者は前期・
中期・後期に区分されている．また，前期更新世は先段丘構成層であり，中・後期の更新世は段丘
構成層であって，これらは下位から順に，高位段丘・中位段丘・低位段丘に区分される．これらの
諸段丘は主として，裸層・砂層・泥層より構成されていて，１部に火山灰・ピートなどを含んでい
る．また，これらは主に更新世の地層である．しかし，ここでは述べないが，吉野川下流域の一部
には，現在ではほとんど観察が不可能な鮮新世の地層（森山層）も含まれている．高位段丘にはク
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　　　　　　　　　　　　　　　　図３．調査地域の総合柱状図／　≒
サリ裸，中位段丘には半クサリ裸，低位段丘には新鮮裸がそれぞれ特徴的に含まれる．
　北岸の先段丘構成層は土柱層群で，これは下部の大谷層と上部の井口谷川層からなる．さらに，
高位段丘構成層は井出口層である．中位段丘構成層は切戸層二馬場層であるが，両者は同時異相で
ある．低位段丘構成層は岩倉層が分布する．　　‥‥‥‥　‥‥‥‥　　‥　‥
　さらに，これら段丘堆積物や基盤岸類を不整合に√ﾄ完新統（沖積層）が覆っている．これら完新
世は沖積平野を構成する沖積層である．沖積層は主に，裸層・砂層・泥層からなり，これらの間に
音地（アカホヤ）火山灰をはさむ．　　　　　　◇＼ﾚﾉ　=＼I……=　……=
　なお，段丘裸層の区分は，年代を決定するのに有効な火山灰・花粉分析のデータが不足している
ため，第四紀学研究のオーソドックスな手法どして広く薦め:られてい･る方法，すなわち，地形面・
分布高度・マトリックスの風化の程度・裸の風化の程度I･裸種ケ裸の形状などを指標にした．
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　図４に示すように，北岸の先段丘構成層は上部更新統（先段丘構成層）の土柱層群で，これは下
部の大谷層と上部の井口谷川層からなる．さらに，高位段丘構成層は井出口層である．中位段丘構
成層は切戸層・馬場層であるが，両者は同時異相である．低位段丘構成層は岩倉層が分布する．
　なお，図４には地質平面図を示し，図５には地質断面図を示している．そして，図６には各個の
地質柱状図を示している．
Ａ－１．下部更新統
Ａ－１－１．土柱層群一井口谷川暦（先段丘構成層）（新称）
　　　　模式地：徳島県美馬郡脇町井口谷川付近
　　　　分布高度：脇町および阿波町土柱の標高160～80m
　　　　層　　厚：約80m
　　　　層　　相：模式地における本層は約３ｍの砂層があり，その上に約３ｍの律層がのる．
上部の律層では傑とマトリックスとの比率は約８：２であり，マトリックスの色相は淡黄灰(7.5
5 YR 7 / 3 )である．
　また，最大棟径は約10cmで，最小律径は約0.2cmであり, 2 cm前後の律が卓越している．傑の種
類については，砂岩が大部分を占めるが，わずかに凝灰岩も含まれている．律の形状は角律が最も
多く，亜角律が次に多く，わずかに亜円律を含んでいる．しかし，円律はみられない．
　また，脇町東田上の露頭では, 0.2-12cmの角襟・亜角律からなり，一部には半クサリ律を含ん
でいる．さらに，律とマトリックスとの比率約は８：２であり，マトリックスの色相は淡黄灰(7.5
YR ８／２）である．なお，律種は砂岩のみである．
　本層の分布は徳島県美馬郡脇町から徳島県阿波群阿波町土柱にかけてみられる．
図４．吉野川中流域土柱付近の地質図．
　　数字は各個柱状図の露頭番号（図７参照） Ａ－Ａ･ ・Ｂ－Ｂ･ ・Ｃ－Ｃ･は地質断面図の位置(図５参照)
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　本層の年代については，須鎗・阿子島(1989)がフィッション＼トラック年代により，阿波郡阿波
町西谷において, 0.45Ma ・阿波町大久保谷で1.0 Ma・阿波町土柱で1.3Maという結果を出してい
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　ニ　　ニ
　また，本層は北岸地区で最も広く分布し，大谷層=どは調査地域西部で不整合関係で覆い美馬郡脇
町内において同時異層の関係にある．基盤岩（:和泉層群Ｄ,切戸層・馬場層を不整合に覆う．
Ａ－１－２．土柱層群一大谷暦（先段丘構成層）（新称）
　　　模式地：徳島県美馬郡脇町大谷付近　　　　　　ダ　　　１　　　ゾ
　　　　分布高度：脇町町内で標高150～40m　　ニ　ニ　…………　………　……　　　＝
　　　　層　　厚：約17m　　　　　　　　　　　∧‥‥‥I=　‥＼.‥‥‥‥　‥　■■■･･
　　　　層　　相：模式地における本層は棟層のみからなり，棟とマトリツクスとの比率は約６：
４で，マトリックスの色相は灰褐色(7.5 YR 7/3)である．最大棟径は約18cm,最小棟径は0.2cm
であり，3～２ｃｍの棟が卓越している．また，棟の形状は円棟ｙ亜円篠が多く，亜角棟もみられる
が，角棟はみられない．棟の種類は砂岩が多く，わずかに泥岩もj含=まくれている．
　また，脇町高校北側の露頭では，約18～0.2cin径の円棟および亜円傑かあり, 2 cm前後の棟が卓
越している．篠は一部クサリ棟を含み，その表面が赤褐色に変化している．
　棟の種類は主に砂岩であるが，わずかに泥岩・凝灰岩およﾉび花尚岩を含んでいる．棟とマトリッ
クスとの比率は約６：４であり，マトリックスの色租は灰褐色ｸﾞ(7.5:ＹＲ=６／３）である．
　本層は井口谷川層の分布する段丘の段丘崖においてのﾚみ観察されるに：　し
　本層は井口谷川層に不整合関係で覆われ，かつ，東方になるにつれて,==棟層と同時異層の関係に
ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
ｍ
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ﾒ1 ぶj……:.:.゜:Å･斗･.･･:2.゜･:万:･1万中吝ls更新統ノ
　上………=ト本地域の中部更新統は，高位段丘構成層
　ニ　しの井出口層である.
　………万丿井出口層（高位段丘構成層）（新称）
　ﾄ:……=万……:j模式地ぺ徳島県阿波郡阿波町井出口付近
図５Ａ．脇町付近の地質断面図．
　　Ａ－Ａ’位置は図４参照
＞上分布高度ﾉ:阿波町以東の標高130～60m
/層　　厚：約20m
ノ　＼層∇相：模式地における本層は約20mの
∧………:=:
1万棟層:=ｶゝらなりｿﾞ,:層開に約70cmの火山灰層を
＼ﾚ…………:=挟んでいくる∠棟とマトリックスとの比率は
,…………I･:･..約7=:＼3で,ケマ,トリックスの色層は灰色
〉………(7.５ＹＲﾚ6/3)である．最大篠径は約30
＼　尚血で，最小磯径は0.2cmであり，4～3 cm
ﾉこi…………:.･･･の磯回が卓越する／棟の種類は砂岩が多く，
……………=万泥岩をわずかに含む．棟の形状は亜角棟が
…………I多いが./j形状は亜円棟＞円棟＞角棟の順に
　　　少なくなる．
犬＼　また√ト阿波郡土成町における本層の棟と
j==……………:ﾏﾄ:万IJヅクスとの比率は約７ｔ３で，マト
1･5
∂
Ｃ
ｍ
　巧０
１００
四国吉野川中流域北岸，土柱地域の第四系（満塩・橋本）
Ｂ
図５ Ｂ． 切戸付近の地質断面図．
　　Ｂ－Ｂ’位置は図４参照
図５ Ｃ． 馬場付近の地質断面図．
　　Ｃ－Ｃ’位置は図４参
Ｃ’
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リックスの色相は灰色(7.5YR 6 / 3 )
である．
　裸径は20～0.2cmであり，3～４Ｃｍの
傑が卓越している．棟の種類は砂岩を主
とし，泥岩・凝灰岩をわずかに含んでい
る．裸の形状は亜角傑が多＜，亜円裸＞
円牒＞角傑の順に少なくなる．
　本層の分布は模式地において，部分的
に平坦面を形成しているが，土成町にお
いては，平坦面はみられない．また，土
成町においては，基盤岩（和泉層群）を
不整合に覆っているが，模式地において
は上下の関係は不明である．これは土柱
層群の上にくるものと考えられる．なお，
火山灰層の年代は本調査では測定してい
ない．
Ａ－３．上部更新統
　本地域の上部更新統は，中位段丘構成
層の切戸層・馬場層，および，低位段丘
を構成している岩倉層である．
Ａ－３－１．切戸層（中位段丘構成層）
模式地：徳島県阿波郡阿波町切戸付近
分布高度：模式地以東～阿波町馬場付近
の標高約50m
層　　厚：約10m十
層　　相：模式地においては約10mの棟
層のみからなる．棟とマトリックスとの
比率は約７：３であり，マトリックスの
色相は淡黄灰(7.5YR7/3)である．
　棟層は淘汰がよく，最大棟径は約10cm
で，最小棟径は約0.2cmであり，約2 cm
の棟が卓越する．また，棟の風化は進ん
でいるが，半クサリ棟・クサリ棟はみら
れない．棟の形状は円棟・亜円傑で占め
られている．
　なお，棟種は結晶片岩類（砂質片岩・
泥質片岩・緑色片岩・珪質片岩）・石英
脈が多く，砂岩棟も少し含まれる．また，
阿波郡阿波町馬場王子神社裏における露
頭では約13mの層厚で，風化が進んでい
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　　　　　　　　　　　図６．土柱付近の各個地質柱状図.□　　　…………　ト．
　　　　　　　　　　　　柱状図の下の番号は地質図（図４）における露頭番号
る．舞とマトリックスとの比率は約７：３であり,∴ﾏﾆﾄﾘ……ツクスの色相は灰褐色（５ ＹＲ６／４）
である．裸はやや半クサリ舞となっており，約８心0.2cinの円舞ﾀﾞﾚ亜円磯である．
　また，舞層の淘汰はよく，3～２ｃｍの舞が卓越している.……舞種は結晶片岩類（砂質片岩・泥質片
岩・緑色片岩・珪質片岩）・石英脈・砂岩・泥岩で，さらに,○ごくケわずかにチヤ･¬トを含んでいる．
　本層は徳島県阿波郡阿波町土柱地区における段丘東半分の段丘崖においてのみ認められる．また，
本層は模式地において，基盤岩である三波川帯を不整合に覆い,づまた，井口谷川層に不整合に覆わ
れる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･　　　‥
　本層の年代を示す資料はこれまでのところ得られでいないレ　　ｊ
　本層は須鎗ほか(1965)によって定義ざれた切戸牒層に対応す:右と考えられる．
Ａ－３－２．馬場層（中位段丘構成層）　　　　＼　ト　ノ　．　･･ﾄ．　･．・　･．　　　　・
　　　　模式地：徳島県阿波郡阿波町馬場付近……………1　∧　し
　　　　分布高度：模式地付近の標高約60～50m･.･..･　　　　　･.･･j.･　･.･･　　　　･･
　　　　層　　厚：約20m十　　　　　　　　　………….　:..=‥‥‥=し　レ　△　ト
　　　　層　　相：模式地における本層は襟層であり，下部=から厚さ約３ｍの亜角襟～角襟層，厚
さ約２ｍの円～亜円襟層よりなる．下部層（亜角一角襟層/）は最大径は約10cmであり，最小径は約
0.2cinで，約4～３ｃｍの襟が卓越している．襟とマトリックス＼との比率は約６：４であり，マトリッ
クスの色相は淡黄褐灰（１０ＹＲ８／２）である．襟種は砂岩・泥岩のみである．
　上部層（円一亜円襟層）め襟とマトリックスとめ比率は約t:‥3分↓マトリックスの色相は下部
層と同じである.　　　　　　　　　　　　　　　　　:ノ　　　ニ　ニ
　最大棟径は約30～20cmであるが，これらは巨襟が多｛て↓巨襟の間:隙に中・小襟が埋まっている
状態である．襟種は砂岩・泥岩のみであり，これちの傑の表面は茶褐色に変色している．
　また，阿波町馬場王子神社北方の露頭では,し7しTO｡２ｃｍめ亜丿円十亜角襟からなり，襟層間に下部
から数ｃｍ・約70cm ・ 約40cmの砂層を挟んでいるにまた万.襟とマトリッノクスとの比率は約７：３で，
マトリックスの色相は灰褐色(7.5YR7/3)である．また,……種種は砂岩のみからなり，その表面
は茶褐色に変色している.　　　　　　　　　　＼　………I………　レ
　なお，本層の年代を示す資料は得られなかった.‥
　また，本層は模式地付近の段丘崖においてのみ認められる.l切戸種層と本層は模式地付近におい
????〜‥
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て同高度（標高約50m）で認められる．本層は井口谷川層に不整合に覆われている．
　本層は須鎗ほか(1965)によって定義された馬場裸層に対応すると考えられる．
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Ａ－３－３．岩倉層（低位段丘構成層）（新称）
　　　　模式地：徳島県美馬郡脇町岩倉付近
　　　　分布高度：模式地付近の標高約50m
　　　　層　　厚：約２ｍ
　　　　層　　相：模式地では裸層からなる．裸とマトリックスとの比率は６：４であり，マトリッ
クスの色相は淡黄灰(2.5YR7/2)である．最大径は10～５ｃｍであり，最小裸径は0.2ciiiであって，
約2－１ｃｍのサイズが卓越する．また，裸の形状は円裸～亜円裸からなっている．
　裸の種類は砂岩が大多数を占めるが，他に結晶片岩（緑色片岩・砂質片岩・泥質片岩）・石英脈・
凝灰岩をわずかに含む．
　本層と他層との上下関係は不明である．ただし，井口谷川層とは約30mもの比高差がある．
　なお，阿波郡阿波町井沢～阿波郡市場町付近にも段丘が認められる．岡田(1970)はこれを扇状
地型裸層（市場裸層：低位段丘群堆積物）とし, C"法によって年代は30,000～25,000Y. B. P.
とした．また，須鎗・阿子島(1976)はこれを土柱裸層の新規扇状地裸層とした．本調査では未調
査のため，段丘区分は行っていない．
Ａ－４．完新統
本地域での完新統の沖積層は，直接には観察できない．地表では，田や畑などとなって広かって
いる．
　なお，徳島平野下では，徳島層（中川・須鎗, 1965)とされている．また，四国四県の沖積層は，
満塩・古川(1988)や小椋ほか(1989)に要約されている．
対　　　比
　本地域の第四系と，吉野川上流・中流・下流域の各流域における第四系の，筆者らの研究結果
（満塩ほか, 1991 ；満塩・嶋, 1993 ； 満塩・橋本, 1994)との対比について述べる（表２）．なお，
徳島県下の他の主要河川の流域の第四系についての対比は, Mitusio and Sasaki (1999)を参照さ
れたい．
　本地域の前期更新世の土柱層群は，下位から大谷層と井口谷川層とに区分される．また，これら
は上流域の高知県本山盆地などにはみられず，中流域では本層群は下位の中上層および上位の高瀬
谷層（満塩・嶋, 1991)に対比される．しかし，この層群は須鎗ほか(1990)の成果では，土柱層
と一括されていて，これは中位段丘構成層まで含まれてしまい，混乱のもとである．一方，本層群
の１部は，支流の鮎喰川流域では南地層に対比され，那賀川流域では黒田峠層（満塩・栗林，
1997)に対比できる．
　次に，本地域の中期更新世の高位段丘の井出口層は，下流域の南岸では小島層に対比され，中流
域では中西層に対比され，上流域の本山盆地では吉野層に対比される．また，本層は支流の鮎喰川
流域では南地層に対比でき，勝浦川流域では櫛渕層に対比される．
　本地域の後期更新世は中位段丘および低位段丘から成っている．中位段丘は同時異層の切戸層・
馬場層であるが，これらは吉野川下流城南岸では小島駅層に対比され，中流域では半田層に対比で
き，上流域の本山盆地での天瀬層に対比される．
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表２．吉野川流域の第四系対比表
調査地域
　　　　　　　ｉ
北　岸
f野川下流域
　　南　岸
穴吹･川島地区
　南　岸
小島地区
吉野川
中流域
吉野川上流域
　本山盆地
　(高知県)
完新世 沖積層 沖積層 沖積層 沖積層 池田層
更
新
世
後期
岩倉層
切馬
戸場
層層
穴　　山
吹　　川
層　　層
旗見層
川島層
東分層
小島駅層
昼間層
東川原層
　半田層
上奈路肩
　天瀬層
中期
井出口層* 小島層＊ 小島層＊ 中西層＊ 吉野層＊
前期
土柱暦群
　井口谷川層
　大谷層
土柱層群
　高瀬谷川層
　中上層
解析世 森山層
＊クサリ肆を含む
また，低位段丘の岩倉層は，下流域の南岸地域では東分層C
昼間層に対比され，上流域の本山盆地では上
　本地域の沖積層は広大な沖積平野を形成し
　なお，沖積段丘は本地域には見られないが
層である．
比=できる．また，本層は中流域の
される．
であり，那賀川流域では川切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　とこ　め………ｿ…………j　　　コ
　以上の結果は次のように要約される.　　　……………I………1‥‥　‥‥‥‥‥
　1）吉野川下流地域の北岸の土柱地域における第四系についてTの記載を行った．これらは，先段
丘構成層で前期更新世の土柱層群で，これは下位の大谷層七上位の井口谷川層からなる．中期更新
世は高位段丘構成層の井出口層があり，:さらに，後期更新世は中位段丘構成層と低位段丘構成層と
がある．前者は切戸層・馬場層があり，両者は同時異相である√まｿた,/1後者の低位段丘構成層は岩
倉層であり，沖積平野には完新層（沖積層）が分布するﾚ………y＼ /･……=，　上
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　２）本地域の第四系と，中流域や上流域，および，徳島県下の主要河川流域のそれらとの対比を
行った．
　今後さらに，四国東部の第四系について，報告の予定である．
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